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。
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岳
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湖
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浅
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（
一
）

石
川
　
啄
木

に
因
ん
で

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
全
体
に
暗
雲
漂
う
、

千
年
紀
の
始
め
の
年
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
薮
に
人
類
は
英
知
を
絞

っ
て
、

そ
の
解
決
に
向
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
も
又
皇
孫
内
親
王
誕
生
の
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
歳
末
の
巷
を
馳
け
抜
け

た
け
れ
ど
も
、
政
治
に
経
済
に
又
社
会

に
山
積
す
る
問
題
は
難
問
ば
か
り
で
す
。

私
は
詩
吟
愛
好
家
は
豊
か
な
経
験
を

活
か
し
て

一
臀
の
力
を
貸
さ
ね
ば
と
考

え
ま
す
。

さ
て
新
年
は
午
の
年
、
馬
に
因
ん
だ

詩
を
想
い
起
こ
し
て
見
る
と
、
先
づ
は

伊
達
政
宗
の

「興
を
遣
る
の
吟
」
が
浮

ぶ
。

「馬
上
青
年
過
ぐ
、
時
平
ら
か
に

し
て
自
髪
多
し
」
と
。
駿
馬
と
若
武
者
、

今
は
自
髪
。
若
き
頃
は

「
天
馬
空
を
行

く
」
勢
い
、
今
は
ベ
ガ
サ
ス
な
ら
ず
、

も
は
や
驚
馬
で
あ
る
。
し
か
し
驚
馬
も

有
用
に
し
て
元
気
。

「臓
馬
は

一
日
に

し
て
千
里
を
行
く
」
と
い
う
。
驚
馬
は

到
底

一
日
に
千
里
は
及
ば
ぬ
が
、

「驚

馬
と
雖
も
、
ま
た
十
駕
す
れ
ば
壌
馬
に

追
い
つ
く
」
と
。
遅
い
馬
で
も
、
十
日

間
走
れ
ば
駿
馬
に
追
い
つ
く
。　
一
日

一

日
を
丁
寧
に
生
き
る
驚
馬
の
心
境
こ
そ

大
切
と
存
じ
ま
す
。

午
は
十
二
支
の
七
番
目
。
方
角
で
は

南
、
時
刻
は
真
昼
の
十
二
時
、
季
節
は

会
長
　
飯
田
　
龍
鷹

夏
至
で
あ
る
。

人
と
馬
と
の
関
り
合
い
は
深
く
、
若

千
、
諺
を
挙
げ
る
と
。

①

馬
が
合
う
。

（気
が
合
う
）

②

馬
に
は
乗

っ
て
み
よ
、
人
に
は
添

う
て
み
よ
。

③

馬
の
背
を
分
け
る

（夕
立
）

④

馬
の
耳
に
風

（馬
耳
東
風
）

⑤

馬
の
耳
に
念
仏

六
い
く
ら
聞
か
せ

て
も
解
か
ら
ぬ
）

⑥

馬
は
馬
づ
れ

⑦

馬
を
牛
に
乗
り
換
え
る

（悪
い
方

へ
）

③

馬
を
鹿
に
通
す

胡
馬
北
風
に
頸
く
、
今
年
の
馬
は
噺

く
か
。

昨
年

一
年
間
、
吟
友
の
発
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
に

「観
銀
劇
が
あ

つ
て
、
劇
ｄ

事
が
あ
れ
ば
幸
せ
だ
」
。

Ｉ
先
生
は
言
わ
れ
る
。

教
場
が
あ

っ
て
詩
吟
を
朗
々
と
吟
じ
、

友
と
語

っ
て
帰
る
。
大
い
に
楽
し
ん
で

充
実
が
あ
る
。

次
は

「君
ｄ
則
引
剥
で
い
測
引
」

此
れ
は
別
の
Ｉ
先
生
。

何
虎

へ
行

っ
て
も
、
糊
瀾
洲
ｄ
デ
潤
、

お
元
気
で
書
が
若
々
し
い
と
言
わ
れ
る
。

心
な
し
か
吟
以
外
の
集
ま
り
に
出
る

と
吟
友
が
若
々
し
い
¨
　
　
　
・

三
っ
目
は
、
或
る
吟
友
の
奥
さ
ん
日

く

「う
ち
の
人
は
詩
吟
の
日
は
、
朝
か

-1-



新
春
雑
感

副
会
長
　
磯
田
　
真
風

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

月
並
み
な
言
葉
で
す
が
元
気
で
新
春

を
迎
え
ら
れ
る
事
を
何
よ
り
と

一
入
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

温
故
知
新

と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
年
頭
に
当
た
り
千
代
田
岳
精
会

の
来
し
方
、
行
く
末
を
述
べ
て
新
年
の

挨
拶
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
会
は
今
年
で
設
立
十
七
年
目
を
迎

え
ま
す
。
廿
周
年
の
記
念
大
会
も
指
呼

の
間
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
も
百
五
十
名
余
と
な
り
岳
精
会

の
中
で
は
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
屈
指

の
存
在
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
嬉

し
い
限
り
で
す
、
皆
々
様
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
協
力
の
賜
と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
昔
物
語
で
す
。

教
場
設
立
当
時
の
十
七
年
前
、
こ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

・
飯
田
教
場
長
只

一
人
大
講
堂
で
独
吟

教
場
に
て
待
ち
お
る
も
、
生
徒
待
て

ど
暮
ら
せ
ど
誰

一
人
も
来
な
い
、
仕
方

な
く
独
り
吟
じ
て
帰
路
。

（申
訳
け
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
）

・
合
吟
し
た
く
て
も
生
徒

一
人
だ
け
で

は
出
来
る
訳
な
し

一
対

一
で
口
う
つ
し

で
吟
を
習
う
。

（感
謝
）

・
京
浜
合
同
教
場
の
発
表
会
の
折
、
千

代
田
教
場
で
す
と
名
乗

っ
た
ら
、
受
付

で
、
そ
ん
な
教
場
が
あ

っ
た
か
な
？
と

言
わ
れ
た
。

（日
惜
し
い
）

宗
家
の
全
国
研
修
に
初
め
て
出
席
。

わ
が
敬
愛
す
る
教
場
長
の
指
定
席
が

無
い

（支
部
長
、
会
長
、
本
部
役
員
は

指
定
席
あ
り
）
寂
し
さ
と
口
惜
し
さ
が

入
り
交
じ

っ
て
、
早
く
教
場
を
大
き
く

せ
ね
ば
と
心
に
誓
う
。

・
皇
居
前
広
場
も
教
場
の
延
長

昼
休
み
の
時
間
も
、
先
生
に
覚
え
難

い
節
調
を
教
え
て
頂
く

（只
管
吟
々
‥
）

我
侭
を
許
し
て
、
よ
く
辛
抱
し
て
教

え
て
戴
き
ま
し
た
。
感
謝
！

扱
て
、
現
在
当
会
は
八
教
場

一
分
室
、

師
範
三
十
余
名
、
各
部
門
の
組
織
も
活

発
な
自
主
活
動
、
教
場
長
、
リ
ー
ダ
ー

会
員

一
体
と
な

っ
て
会
の
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
誠
に
今

音
の
感
に
堪
え
ま
せ
ん
。

愈
々
こ
れ
か
ら
廿
周
年
記
念
大
会
に

向
け
て
の
総
仕
上
げ
の
準
備
に
入
り
ま

す
。
会
員
三
百
名
は
指
呼
の
間
、
更
に

キ
メ
細
か
く
各
種
研
修
の
充
実
、
吟
友

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

吟
を
や

っ
て
良
か

っ
た
！

吟
楽
人
生
万
歳
！

´
今
年
も
亦
々
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
●
会
●
０
小
命
●
会
●
会
●

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
講
習

盛
会
裏
に
本
年
度
予
定
を
終
了

会
員
の
吟
力
向
上
と
、
伴
奏
者
の
育

成
を
狙
い
と
し
て
本
年
度
実
施
の
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
研
修
会
は
、
四
回
に
わ
た
り

磯
田
副
会
長
を
講
師
と
し
て
行
な
わ
れ

毎
回
、
三
十
名
を
超
え
る
大
盛
会
で
終

了
し
ま
し
た
。

温
習
会
で
は
全
員
の
合
奏
で
本
部
副

幹
事
長
和
田
精
栄
先
生
、
婦
人
部
長
前

澤
龍
淳
先
生
、
飯
国
会
長
の
吟
詠
の
伴

奏
を
つ
と
め
、
見
事
な

ハ
ー
モ
ニ
ィ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
自
宅
復
習
で
の
効
果
に
よ
る

吟
詠
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
、
教
場
の
伴

奏
に
講
習
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
更
に
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、

本
年
も
年
間
三
回
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特
訓
の
成
果
に
自
信

清
水
教
場
　
山
手
　
英
泉

凡
そ
業
器
な
る
も
の
に
触
れ
た
事
の

無
い
我
が
身
が
、
詩
吟
伴
奏
の
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
な
る
も
の
と
初
め
て
接
し
、
吟

の
醸
し
出
す
詩
情
と
ビ

ッ
タ
リ
合
致
し

た
そ
の
音
色
に
大
変
魅
了
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

二
月
か
ら
四
回
行
な
わ
れ
た
研
修
会

に
は
多
数
の
受
講
者
が
集
い
、
磯
田
副

到

鼎

コ

因

劇

翻

目

ヨ

碧

今
年
の
大
会
は
例
年
よ
り
ニ
カ
月
早

く
四
月
廿

一
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
般
合
吟
は
、
城
野
静
軒
作

「舟
中

子
規
を
聞
く
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
初
め
て
女
子

選
抜
チ
ー
ム
が
、
李
白
作

「晃
卿
衡
を

哭
す
」
で
挑
戦
し
ま
す
。
優
勝
を
目
指

し
、
全
て
の
点
で
他
チ
ー
ム
を
凌
駕
で

き
る
よ
う
、　
一
月
よ
り
厳
し
い
レ
ッ
ス

ン
に
入
り
ま
す
。

今
年
は
宗
家
よ
り
、
大
会
を
彩
る
自

主
企
画
番
組
を
千
代
田
と
井
田
の
二
岳

精
会
が
担
当
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
、

岩
崎
教
場
長
を
責
任
者
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（全
教
場
参
加
）
が
年

末
か
ら
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

会
長
を
始
め
諸
先
生
の
熱
心
な
手
解
き

に
よ
り
、
吟
あ
り
演
奏
あ
り
で
楽
し
い

修
錬
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
成
果
を
温
習
会
で
発
表

す
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
特
訓
を
重
ね

て
、
当
日
は
磯
田
先
生
指
揮
の
も
と
三

十
名
程
の
大
合
奏
と
な
り
ま
し
た
。
本

部
か
ら
和
田

・
前
澤
両
先
生
を
お
迎
え

し
て
の
吟
詠
は
、
短
歌

・
俳
旬

・
絶
旬

と
多
種
の
内
容
で
ヽ
名

（迷
）
調
子
が

ど
う
に
か
ご
披
露
出
来
た
の
で
は
と
、

大
い
に
自
信
が
持
て
て
参
り
ま
し
た
。

ご
指
導
戴
い
た
諸
先
生

へ
の
感
謝
と

ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
来
年
は
更
な

る
飛
躍
を
し
た
い
と
参
加
者

一
同
夢
を

大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

▼
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し
く
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
営
ん
で
い
る
。　
　
．

な
つ
か
し
い
孫
娘
の
元
気
な
笑
顔
を

見
て
ほ

っ
と
し
た
。
早
い
も
の
で
十
二

月
下
旬
に
は
曽
孫
が
見
ら
れ
る
様
で
楽

し
み
だ
。
ご
両
親
の
手
厚
い
歓
迎
を
う

け
、
近
く
の
倉
下
温
泉
に
案
内
さ
れ
ゆ

っ
く
り
と
疲
れ
が
と
れ
る
。

翌
日
か
ら
早
速
油
絵
を
描
き
に
出
る
。

紺
碧
の
空
の
下
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
と

と
山
麓
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
く
、
漢
詩

「山
居
」
を
吟
じ
な
が
ら
描
く
、
こ
の

上
な
く
充
実
し
た
日
々
で
あ

っ
た
。
山

Ｉ
奥
の
ダ
ム
湖
や
渓
谷
の
紅
葉
の
美
し
さ

に
・感
動
、
五
日
間
の
旅
を
孫
の
家
族
に

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
家
路
に
つ
い
た
。

温
故
知
新

丸
の
内
第

一
教
場
　
山
口
　
朱
泉

月
日
の
流
は
早
く
、
今
年
は
午
年
を

迎
え
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
よ
う
に
丈
夫

に
育
て
て
下
ヽ

了

た
両
親
に
感
謝
し
、

ま
た
日
本
の
国
の
豊
か
な
恵
み
に
も
感

謝
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
全
体

が
苦
し
く
。
貧
し
い
戦
時
中
、
戦
後
を

少
女
時
代
と
し
て
過
ご
し
た
私
は
、
現

在
の
物
質
万
能
時
代
や
、
飽
食
の
時
代

等
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
の
社
会
，を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、

贅
沢
文
明
病
と
言
え
る
、
生
活
習
慣
病

の
増
加
、
車
社
会
に
頼
り
す
ぎ
た
体
力

の
衰
え
、
そ
し
て
人
間
の
心
に
ま
で
も

ひ
ず
み
を
見
る
の
で
す
。
私
達
は
も
う

一
度
、
辛
苦
に
満
ち
た
時
の
歩
み
か
ら

得
た
大
切
な
も
の
を
生
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
飽
食
を
控
え
、
速
歩
運
動
を
こ

な
し
、
常
に
知
的

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
求
め

て
、
若
々
し
い
人
間
で
あ
り
た
い
と
、

常
に
思
い
ま
す
。

六
回
目
の
年
男

丸
の
内
第
二
教
場
　
本
多
　
弘
泉

干
支
で
六
回
り
と
な
る
こ
の
機
会
に

私
自
身
と
周
り
の
変
化
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
生
れ
年
は
世
界
的
恐
慌
の
最
中
、

小
学
校
入
学
と
と
も
に
日
中
戦
争
に
突

暇

つ
ぶ
し
の
軽
い
気
持
ち
で
し
た
が
、　
一

回
を
重
ね
る
毎
に
、
最
近
は
吟
を
習
得

す
る
喜
び
を
感
じ
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
吟
を
通
じ
て

「真
善
美
」

に

一
歩
で
も
近
付
き
た
く
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詩
吟
と
気
功
に
感
謝

錬
水
教
場
　
樋
沢
　
桃
泉

二
〇
〇
二
年
の
新
春
を
元
気
で
迎
え

る
こ
と
が
出
来
て
こ
と
、
詩
吟
と
言
う

す
ば
ら
し
い
生
き
甲
斐
に
出
会
え
た
こ

と
に
、
喜
び
を
噛
み
締
め
て
お
り
ま
す

今
か
ら
十
二
年
前
の
私
は
、
病
と
戦

う
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
気
功
と

言
う
元
気
の
も
と
を
頂
き
、
健
康
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
そ
し
て
七
年
前
、
気

功
の
仲
間
の
菅
原
克
山
さ
ん

（現
教
場

長
）
に
詩
吟
を
紹
介
さ
れ
、
飯
田
会
長
、

井
手
先
生
を
始
め
多
く
の
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
、
昨
年
は

「桃
泉
」
と
名

前
を
頂
き
良
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
還
暦
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年

「山
」
と
い
う
目
標
に
向

っ
て
、

私
自
身
の
吟
を
磨
き
、
前
進
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　

感
謝
．

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

平
成
十
四
年
本
部
及
び

千
代
田
岳
精
会
行
事
日
程

二
月
　
十
日
　
を不
家
全
国
研
修
会

（日
）

四
月
廿

一
日
　
本
部
全
国
吟
道
大
会

（日
）

（川
崎
市
民
文
化
会
館

五
月
十
八
日
　
昇
伝
、
昇
段
審
査

（土
）

（会
場
後
報
）

六
月
　
九
日
　
一不
家
全
国
研
修
会

（日
）

八
月
甘
五

・　

本
部
夏
期
師
範

六
日
　
特
別
研
修
会

（日

・
月
）

八
月
甘
九
日
　
自
主
研
修
会

（木
）

（会
長
特
別
指
導
）

十

一
月
三
日
　
奥
伝
以
上
及
び

（祭
）
師
範
昇
格
審
査

十

一
月
十
日
　
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

（日
）

（武
道
館
）

十
二
月
七
日
　
温
習
会

（会
場
後
報
）

（土
）

十
二
月
　
　
　
曇不
家
全
国
研
修
会

十
五
日

（日
）

◇
全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
は

参
加
場
所
に
よ
り
日
程
が
異
な
る
た
め

個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

◇

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
研
修
会
　
後
報
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日
が
続
く
な
か
、
抜
け
る
よ
う
な
秋
晴

一　

当
日
の
祝
賀
会
は
林
　
吾
風
神
田
教

れ
と
な
り
、
日
本
武
道
館
で
開
催
の
全

一
場
長
を
始
め
千
代
田
の
方
々
の
設
営
で

ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
吟
詠

・
剣
舞

い
詩

一
前
に
、
出
演
吟
友
五
四
人
が
集
合
。

舞
、
特
別
企
画
吟
剣
詩
舞

『
生
命
の
讃

一　
を不
嗣
か
ら
壇
上
で
の
規
律

・
動
作
等

歌
』
と
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
進
み
注

一
の
注
意
を
受
け
、
発
声
練
習
、
総
仕
上

目
の
入
賞
団
体
の
発
表
と
表
彰
ｃ　
　
　
一
げ
の
合
吟
練
習
後
、
宗
家
及
び
本
部
役

合
吟
練
習
に
参
加
し
な
い
か
と
林
教
場

長
よ
り
お
話
が
あ
り
、
大
会
に
出
ら
れ

か
否
か
は
別
と
し
て
自
分
の
吟
を
磨
く

の
に
は
絶
好
の
機
会
と
考
え
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
十
四
回
に
亘
る
宗
嗣
先
生

の
適
切
に
し
て
厳
し
い
ご
指
導
を
受
け
、

お
陰
で
何
と
な
く
自
分
の
日
常
の
吟
に

も
良
い
変
化
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
と
同
時
に
大
会
出
場
も
決
ま

っ
た
。

当
日
は
靖
国
神
社
に
集
合
し
、
合
吟

練
習
後
武
道
館
に
入

っ
た
。

い
よ
い
よ
時
間
に
な
り
、
全
員
が
武

道
館
の
舞
台
裏
を
通
り
出
場
人
数
の
確

認
を
し
て
舞
台
に
上
が

っ
た
。
舞
台
に

立

っ
て
も
後
列
だ

っ
た
せ
い
か
、
い
つ

も
と
変
わ
ら
ず
に
吟
じ
ら
れ
た
。

優
勝
は
無
理
と
し
て
も
、
せ
め
て
入

賞
な
ら
出
来
る
か
も
と
結
果
発
表
が
気

に
な

っ
て
、
狭
く
固
い
座
席
に
じ

っ
と

待

っ
て
い
る
時
間
が
長
か

っ
た
。

優
勝
は
発
表
前
か
ら
評
判
の
高
い
岳

精
流
三
河
女
子
チ
ー
ム
だ

っ
た
。
流
派

の
仲
間
が
優
勝
し
た
の
は
感
激
だ

っ
た
。

掲
示
板
に
入
賞
順
位
で
グ
ル
ー
プ
の

出
吟
ナ
ン
バ
ー
が
示
さ
れ
て
い

っ
た
。

そ
し
て
や

っ
と
二

一
番
目
に
我
々
グ

ル
ー
プ
の
三
二
番
が
点
灯
さ
れ
た
。

入
賞
だ
！
　
優
勝
を
経
験
さ
れ
て
い

る
先
輩
方
に
と

っ
て
は
不
満
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
我
々
初
心
者
に
と

っ
て
は
、

こ
こ
で
仮
に
優
勝
出
来
た
ら
吟
と
は
何

と
安
易
な
も
の
か
と
感
じ
て
、
決
し
て

良
い
こ
と
は
な
い
。
も

っ
と
努
力
し
て

真
の
優
勝
を
入
手
す
る
第

一
歩
だ
。

し
て
ヨ
シ
ッ
の
掛
声
で
壇
上

へ
ａ

大
竹
リ
ー
ダ
ー
の
先
導
で

一
気
に
吟

じ
終
え
た
時
の
安
堵
と
解
放
感
は
、
十

四
回
に
亙
る
練
習
の
集
大
成
で
、

「厳

し
さ
の
度
合
い
は
、
喜
び
の
深
さ
を
知

る
．為
に
あ
る
」
の
言
葉
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

全
国

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
詩
吟
、

演
舞
披
露
。
構
成
番
組

「生
命
の
讃
歌

の
壮
麗
な
る
吟
詠
と
演
舞
の
後
、
い
よ

い
よ
入
賞
二
五
団
体
の
発
表
。
次
々
と‥

読
上
げ
ら
れ

「
三
二
番
岳
精
流
日
本
吟

院
男
子
」
の
声
を
耳
に
し
た

一
瞬
、
ヤ

ッ
タ
の
感
、
吟
友
の
拍
手
、
そ
し
て
こ

み
上
げ
る
感
動
！
。

こ
れ
も
五
四
名
の
吟
友
が

「
一
心
同

体
」
を
合
い
言
葉
に

「合
吟
こ
そ
全
員

の
吟
力
を
結
集
し
た
力
を
発
揮
出
来
る

場
で
あ
る
」
の
宗
家
の
お
言
葉
を
体
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
で
、
当
初
の

目
標

「優
勝
」
の
選
に
漏
れ
た
悔
し
さ

は
更
な
る
向
上
と
、
再
挑
戦

へ
の
糧
ど

し
て
貴
重
な
経
験
で
あ

っ
た
。

入
賞
祝
賀
会
場
は

「旬
さ
が
み
」
。

宗
嗣
と
早
朝
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け

て
下
さ

っ
た
渡
　
精
華
先
生
を
交
え
て

い
や
が
上
に
も
盛
上
が

っ
た
。

千
代
田
岳
精
会
七
教
場
十
三
名
の
吟

友
の
固
い
結
東
と
大
会

へ
の
再
挑
戦
の

誓
い
を
確
か
め
合

っ
て
散
会
し
た
。

吟
剣
詩
舞
道
大
会
に
出
場
し
て

神
田
教
場
　
尾
張
　
栄
彦

吟
の
勉
強
に
な
る
か
ら
全
国
大
会
の
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千
代
田
岳
精
会
温
習
会
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
、

一
年
間
の
レ
ッ
ス
ン
の
集
大
成

軋
炒

本
部
よ
り
来
賓
と
し
て
和
田
精
栄
副

幹
事
長
、
前
澤
龍
淳
婦
人
部
長
の
両
先

生
を
お
迎
え
し
た
今
年
の
会
場
は
、
中

野
ゼ

ロ
ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
で
し
た
。

小
ホ
ー
ル
と
は
申
せ
、
昨
年
の
視
聴

覚
教
室
ど
違
い
客
席
数
五
五
〇
席
の
本

格
的
会
場
、
過
去
最
大
の
出
席
者
百
十

八
人
の
五
倍
に
近
い
収
容
数
で
、
堂
々

と
し
た
広
い
ス
テ
ー
ジ
と
ゆ

っ
た
り
し

た
座
席
で
好
評
で
し
た
。
司
会
は
東
陽

町
渋
谷
辰
泉
、
丸
の
内
第
二
太
田
翠
山
、

清
水
宮
武
保
義
の
三
氏
で
す
。

岩
崎
丸
の
内
第
二
教
場
長
の
開
会
の

こ
と
ば
、
有
馬
幸
雄
氏

（
ハ
ザ

マ
）
の

会
詩
合
吟
で
始
ま
っ
た
会
は
、
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
沢
山
で
し
た
。

独
吟
発
表
は
全
員
が
伸
び
伸
び
と
吟

じ
、
来
賓
の
両
先
生
か
ら
高
い
評
価
を

戴
き
、
飯
田
会
長
も

「年
齢
に
は
関
係

な
く
、　
一
年
前
よ
り
格
段
に
上
達
し
た
。

詩
情
が
吟
に
出
て
、
声
が
段
々
と
下

か
ら
出
て
き
た
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
で
惜
し
く
も

優
勝
は
逃
し
た
が
、
堂
々
の
入
賞
と
な

つ
た
十
三
名
の
パ
ワ
ー
溢
れ
る
凱
旋
合

吟

「
石
鑓
山
」
。
来
賓
の
両
先
生
、
飯

田
会
長
の
吟
詠
を
伴
奏
し
た

コ
ン
ダ
ク

タ
ー
習
得
者
合
奏
、
八
十
歳
以
上
の
寿

栄
者
の
力
強
い
合
吟
頼
山
陽
の

「
不
議

庵
機
山
を
撃

つ
の
図
に
題
す
」
と
加
藤

錬
山
氏

（錬
水
）
の
見
事
な
剣
舞
は
初

の
ご
披
露
で
し
た
。

和
田
副
幹
事
長
は
千
代
田
が
教
場
と

し
て
所
属
し
て
い
た
京
浜
合
同
教
場
の

長
。
独
立
し
て
急
激
に
成
長
拡
大
し
た

千
代
田

へ
の
親
心
の
よ
う
な
思
い
入
れ

を
、
又
前
澤
婦
人
部
長
は
流
統
に
お
け

る
千
代
日
の
占
め
る
大
き
さ
と
期
待
を

ご
挨
拶
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
、
会
長

・
副
会
長
、
教
場
長

副
教
場
長
の
格
調
高
い
吟
詠
を
堪
能
し
、

締
め
括
り
は
大
竹
和
泉
氏

（神
田
）
先

導
の
大
合
吟

「富
士
山
」
、

恒
例
の
磯
田
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

は
千
代
田
岳
精
会
の
こ
れ
か
ら

へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

終
了
後
の
懇
親
会
は
、
変
わ

っ
て
西

川
宗
泉
氏

（清
水
）
の
力
強
い
司
会
で

全
千
代
田
の
勢
摘
い
、
大
変
な
盛
上
が

り
の
中
定
刻
と
な
り
町
田
湧
泉
氏

（神

田
）
の
間
会
挨
拶
、
中
川
睦
泉
氏

（
ハ

ザ
マ
）
先
導
の
万
歳
三
唱
で
お
開
き
。

毎
回
の
事
で
す
が
企
画
の
研
修
部
門
、

業
務
委
員
会
、
設
営
進
行
の
事
業
部
門
、

親
和
部
門
、
婦
人
部
に
加
え
て
今
回
は

全
教
場
が
役
割
を
分
担
し
て
運
営
さ
れ

ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

会
場
設
備
の
都
合
で
錬
水
教
場
の
特

技
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
ス
ラ
イ
ド
投

影
の
背
景
は
残
念
な
が
ら
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

次
の
機
会
が
待
た
れ
ま
す
。

温
習
会
の
余
韻

神
田
教
場
　
福
島
　
赳
山

神
田
教
場
の
吟
友
は
主
と
し
て
合
吟

。
独
吟
と
も
Ｃ
Ｄ
で
挑
戦
。
ま
た
女
子

四
名
に
温
習
会
の
感
想
を
伺
う
と
、
良

か

っ
た
点
は
①
小
ホ
ー
ル
会
場
②
婦
人

部
の
合
吟
③

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
合
奏
、

そ
れ
に
④
お
互
い

一
年
間
で
の
吟
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
確
認
し
あ
え
た
こ
と
と

い
う
。

逆
に
工
夫

。
改
善
の
余
地
で
は
総
合

司
会
の
必
要
性
を
痛
感
、
声
だ
し
室
の

件
と
か
、
休
憩
時
の
指
示
な
ど
予
め
あ

れ
ば
、
も

っ
と
良
か

っ
た
と
の
声
も
。

そ
れ
に
し
て
も
、
私
自
身
、
今
回
の

温
習
会
は
飯
田
会
長
の
お
話
の
よ
う
に

「明
る
く
、
爽
や
か
、
元
気
に
」
出
来

た
と
思
い
ま
す
。
三
年
後
に
千
代
日
は

廿
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
。
お
互
い
元

気
で
今
後
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

千
代
田
温
習
会
に
参
加
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
村
松
　
長
治

今
年
二
月

ハ
ザ

マ
教
場
に
入
会
、
飯

田
会
長
、
鈴
木
教
場
長
の
ご
指
導
の
も

と
諸
先
輩
の
援
助
を
受
け
つ
つ
の
今
日
。

初
参
加
の
緊
張
と
不
安
は
年
齢
に
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
定
刻
通
り
開
会
、
先

ず
岳
精
会
の
組
織
統
制
の
素
晴
ら
し
さ

に
、
改
め
て
会
員
と
し
て
の
誇
り
を
自

覚
し
ま
し
た
。
諸
事
進
行
し
無
伝
の
部

の
独
吟
、
私
も
夢
中
で
終
わ
り
、
安
堵

と
反
省
で
着
席
し
た
次
第
で
す
。

進
ん
で
女
子
の
合
吟
、
な
ん
と
美
し

い
こ
と
。
有
伝
者
は
さ
す
が
に
上
手
で

年
期
が
入

っ
て
い
ま
す
。

ま
た

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
合
奏
に
精
を
出

し
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
天
下
の
前
澤
先

生
の
バ
ッ
ク
演
奏
は
見
事
で
し
た
。

寿
栄
者
の
合
吟
の
張
り
と
加
藤
錬
山

先
生
の
剣
舞
に
古
来
の
雄
姿
を
偲
び
ま

し
た
。
進
行
に
従
い
教
場
長
、
副
教
場

長
の
吟
詠
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま

す
。
今
後
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

締
め
は
良
し
、
会
長

・
副
会
長
、
来

賓
先
生
の
吟
詠
、
ま
さ
に
天
下
に
誇
る

岳
精
流
。
吟
韻
は
消
え
ま
せ
ん
。

定
刻
閉
会
後
は
懇
親
会
、
日
頃
お
眼

に
か
か
れ
な
い
方
々
と
の
懇
談
等
、
有

意
義
な

一
日
で
し
た
。

確
実
に
力
強
く
成
長
　
´

清
水
教
場
　
井
手
　
孟
雄

昨
年
に
続
き
今
年
の
温
習
会
は
中
野

ゼ
ロ
ホ
ー
ル
。
小
ホ
ー
ル
と
は
申
せ
、

本
格
的
な
堂
々
と
し
た
ホ
ー
ル
だ
。

会
場
に
は
い
る
と
舞
台
正
面
に
は
老

松
を
描
い
た
鏡
板
が
張
ら
れ
、
上
部
に

は
墨
痕
淋
潤

「平
成
十
三
年
千
代
田
岳

精
会
温
習
会
」
の
書
が
踊
る
。
飯
田
会

長
ご
自
身
の
揮
豪
と
聞
く
。

定
刻
岩
崎
先
生
の
開
会
の
こ
と
ば
で

始
ま

っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
渋
谷

・
宮

武

・
太
田
三
氏
の
司
会
で
手
際
よ
く
進

め
ら
れ
た
。
日
頃

の
成
果
を
見
せ
ん
と

各
位
の
張
り
き
り
も
大
変
な
も
の
。
緊
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張
で
途
中
絶
句

。
や
り
直
し
も
あ
り
会

場
に
和
や
か
な
笑
い
が
起
こ
る
。
色
々

あ

っ
た
も
の
の
昨
年
よ
り
力
強
い
吟
が

多
か

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

後
半
今
年
の
目
玉
は
い
寿
栄
者
全
員

に
よ
る
合
吟
と
加
藤
錬
山
氏
に
よ
る
剣

舞
。
皆
さ
ん
元
気
そ
の
も
の
に
は
脱
帽
。

又
全
国
の
岳
精
会
の
中
で
も
初
め
て

と
い
う

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
大
合
奏
。
磯
田

副
会
長
指
導
の
も
と
、
鋭
意
研
修
を
重

ね
Ｉ
来
た
成
果
の
発
表
が
あ

っ
た
。

最
後
に
各
教
場
長

じ
副
教
場
長
の
吟

詠
並
び
に
会
長

・
副
会
長

・
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
挨
拶
と
吟
詠
を
い
た
だ
い
て

幕
を
閉
じ
た
。

会
長
の
ご
挨
拶
で
は

「皆
こ
の

一
年

で

一
段
と
進
歩
し
た
。
声
が
よ
く
出
る

よ
う
に
な
り
詩
情
も
あ
る
」
と
お
褒
め

の
言
葉
が
あ

っ
た
が
、
自
ら
を
顧
み
る

と
ま
だ
ま
だ
精
進
の
必
要
を
感
じ
る
。

皆
で
努
力
し
、
磯
田
副
会
長
も
言
わ

れ
た
よ
う
に
廿
周
年
に
は
二
百
名
の
会

員
を
擁
す
る
会
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

感
動
の
温
習
会
に
つ
い
て

丸
の
内
第

一
教
場
　
大
杉
　
緑
泉

師
走
早
々
に
温
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
合
奏

が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
私
も

コ
ン
ダ

ク
タ
ー
の
勉
強
会
に
出
て
い
ま
し
た
が
、

初
め
の
頃
は
大
変
難
し
く
、

つ
い
て
い

け
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、
集

中
す
る
時
間
を
取
る
よ
う
心
掛
け
、
回

を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
面
白
く
な

っ
て

き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
吟
ず
る
だ
け
で

し
た
が
、

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
共
に
節
調

が
楽
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
勉
強
が
足

ら
な
か

っ
た
と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
声
を
大
事
に
、
し

っ
か
り
と

一

歩

一
歩
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
は
順
調
に
進
み
、
わ
ず
か
三
分
の

吟
詠
に
上
手
く
い
か
な
い
、
ど
う
し
よ

う
と
必
死
に
声
を
出
し
て
い
る
方
、
手

を
震
わ
せ
な
が
ら
懸
命
に
吟
じ
て
い
る

方
、
ゆ
り
止
め
、
ゆ
り
上
げ
が
上
手
い

方
、
場
内
は
静
ま
り
か
え

っ
て
、
吟
ず

る
方
も
聴
い
て
い
る
方
も
皆
真
剣
で
す
。

素
晴
ら
し
く
美
し
い
光
景
に
感
動
し

ま
し
た
。
詩
吟
ほ
奥
が
深
い
と
思
い
ま

し
た
。
余
韻
醒
め
や
ら
ぬ
ま
ま
会
も
終

わ
り
ま
し
た
。

温
習
会

の
感
想

東
陽
町
教
場
　
青
木
　
隆
泉

十
二
月

一
日
、
皇
太
子
ご
夫
妻
に
新

宮
様
が
誕
生
し
全
国
的
に
祝
賀
ム
ー
ド

の
三
日
、
中
野
ゼ

ロ
ホ
ー
ル
で
来
賓
に

和
田
精
栄
副
幹
事
長
、
前
澤
龍
淳
婦
人

部
長
両
先
生
を
お
迎
え
し
、
甘

一
世
紀

最
初
の
温
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岩
崎
泰
風
先
生
の
開
会
の
言
葉

「今

日
も
明
る
く
、
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
」

に
続
き

「真
善
美
」
と
会
詩
合
吟
が
場

内
に
流
れ
熱
気
が
徐
々
に
ふ
く
ら
ん
だ
。

第
二
部
の
無
伝
の
部
の
方
々
も
実
に

堂
々
と
し
て
力
強
く
、
特
に
言
葉
が

ハ

ッ
キ
リ
と
し
て
、
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。

第
四
部

「武
道
館
出
場
者
合
吟
」
三

本
で
、
詩
情
豊
か
に
う
ち
揃

っ
た
吟
で
、

貴
重
な
経
験
を
さ
れ
た
と
感
銘
で
す
。

第
六
部
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
合
奏
で
先

生
方
と
の
吟
詠
の
調
和
が
何
と
も
楽
し

く
、
第
七
部
の
寿
栄
者
合
吟

「不
議
庵

…
」
と
剣
舞
は
力
強
く
、
川
中
島
の
合

戦
を
彿
彿
さ
せ
、
会
場
は

一
気
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

「詩
吟
は
心
に
豊
さ

を
与
え
て
く
れ
る
」

「吟
は
人
な
り
」

を
実
感
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
先
生
、
飯
日
会
長
を
は
じ

め
千
代
日
の
幹
部
諸
先
生
の
格
調
高
く
、

風
雅
な
吟
詠
を
拝
聴
し
、
吟
の
楽
し
さ

と
奥
深
さ
に
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。

私
も
吟
縁
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
温
習
会
を
飛
躍
台
に
、
更
に
研

鑽
を
重
ね
乍
ら
吟
を
楽
し
み
た
い
。
同

時
に
こ
の
気
持
ち
を
、
是
非
多
く
の
人

に
伝
え
て
輸
を
拡
げ
た
く
念
じ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
教
場

だ
よ
り

】

釧

副

劉

期

当

去
る
十

一
月
八
日
、
東
京
駅
九
時
十

五
分
発
で
鎌
倉

へ
、
小
町
通
り
を
散
策

し
八
幡
宮
を
参
拝
し
、
段
葛
脇
の

「そ

ば
処
」
で
昼
食
、
こ
の
店
は
魚
井
さ
ん

の
お
推
め
で
す
。
午
後
は
井
手
先
生
の

案
内
で
覚
園
寺

へ
、
秋
の
深
山
の
静
け

さ
の
中
で
、
作
務
衣
の
お
坊
さ
ん
の
若

々
し
く
楽
し
い
説
明
に
、
皆
で
笑
い
転

げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
で
も
四

っ
の

流
派
の
仏
様
が
お
祀
り
し
て
あ
り
、
神

様
、
仏
様
、
キ
リ
ス
ト
様
、
八
百
万
の

神
々
に
守

っ
て
も
ら
い
た
い
日
本
人
の

心
の
基
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
話
に

感
動
し
ま
し
た
。
次
に
来
る
と
き
は
私

が
案
内
役
と
な
り
友
人
や
知
人
を
お
連

れ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

鎌
倉
宮
で
は
、
案
内
板
の
大
塔
宮
護

良
親
王
の
和
歌
を
皆
で
吟
じ
た
り
、
岩

穴
の
牢
屋
を
覗
き
見
た
り
、
明
治
天
皇

山
本
五
十
六
元
帥
な
ど
の
書
を
ゆ

っ
く

り
観
賞
し
ま
し
た
。

泊
ま
り
は
運
子
寮
、
皆
で
呑
み
語
り

な
が
ら
の
お
料
理

の
美
味
し
か

っ
た
こ

と
、
そ
の
後
は
温
習
会
の
吟
の
練
習
に

熱
が
入
り
、
楽
し
い
素
敵
な
吟
行
会
で

し
た
。

（丸
ノ
内
第
一
教
場
　
高
橋
　
耀
泉
）

一‐劇
刷
劇
釧
利
倒
嘲
観
会

さ
る
九
月
九

・
十
日
に
箱
根
小
涌
谷

荘
で
吟
行
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
陽
町

丸
の
内
第
二
を
中
心
に
ハ
ザ
マ

・
神
田

錬
水
の
有
志
三

一
名
の
参
加
を
得
て
、

大
変
な
盛
況
で
あ

っ
た
。

台
風
十
五
号
の
来
襲
が
報
じ
ら
れ
る

な
か
、
新
宿
発
十
二
時
の
ロ
マ
ン
ス
カ

ー
は
老
若
男
女
の
賑
わ
い
を
乗
せ
て

一

路
箱
根

へ
．
宿
に
着
く
や
否
や

一
風
呂

浴
び
る
間
も
無
く
会
議
室
に
集
合
、
磯

田
副
会
長

・
岩
崎
先
生
に
よ
る

「奥
の

細
道
」

（平
泉
の

一
節
）
松
尾
芭
蕉
作

「不
尽
を
詠
め
る
歌
」
山
部
赤
人
作
の

指
導
が
始
ま
っ
た
。
い
き
な
り
近
世
の
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名
俳
人
と
万
葉
歌
人
が
登
場
す
る
な
ど

な
か
な
か
格
調
が
高
い
。

引
き
続
き
参
加
者
全
員
に
よ
る
独
吟
、

各
人
の
吟
に

一
人

一
人
の
思
い
が
こ
も

る
。
い
つ
も
は
定
番
の

「桑
乾
を
度
る

を
吟
じ
る
Ａ
先
輩
が
何
と
感
情
を
込
め

秋
な
の
に

「春
夜
」
を
、
最
長
老
の
Ａ

さ
ん
の

「山
行
」
に
は
吟
歴
の
深
さ
、

奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
驚
か
さ
れ
る
。

勇
壮
な
吟
、
女
性
軍
の
美
し
い
詩
、

美
声
で
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
吟
と
素

晴
ら
し
い
独
吟
会
で
予
定
時
刻
は
と
う

に
過
ぎ
、
閉
会
の
挨
拶
で
初
参
加
の
ハ

ザ
マ
教
場
長
は
次
回
に
は
十
数
名
で
参

加
し
た
い
と
締
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
参

加
者
全
員
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
思
う
。

研
修
時
間
の
厳
粛
さ
と

一
変
し
て
艶
歌
、

怨
歌
、
演
歌
と
女
人
七
変
化
を
堪
能
、

上
が
り
は
阿
波
踊
り
、
本
場
出
身
の
Ｏ

さ
ん
、
踊
り
を
習
っ
て
い
る
Ｋ
氏
、
鉢

巻
と
浴
衣
の
端
折
り
姿
も
粋
な
副
会
長

等
の
先
導
に
よ
る
俄
か
指
導
会
。

台
風
の
余
波
も
も
の
か
は
、
賑
々
し

い
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。
吟
楽

・
吟
楽

（東
陽
町
教
場
　
上
田
　
也
泉
）

△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼

準
師
範
昇
格
審
査
を
受
審
し
て

東
陽
町
教
場
　
荻
　
裕
山

十

一
月
三
日

「文
化
の
日
」
に
川
崎

市
の

「
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
」
で
準

師
範
昇
格
審
査
を
受
審
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
奥
伝
以
上
、
師
範
、
準
師
範
の

く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

平
成
十
三
年
度
準
師
範
の
試
験

・
丸
の
内
第
二
教
場
　
一九
廣
　
恵
山

去
る
十

一
月
二
日
、
奥
伝
以
上
、
師

範
審
査
試
験
が

「
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が

わ
」
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
千
代
田
岳

精
会
よ
り
準
師
範
受
験
者
は
五
名
で
し

た
。
試
験
は
四
十
年
も
前
の
自
動
車
免

許
試
験
以
来
の
事
な
の
で
、
当
日
は
少

々
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
答
案
用
紙
を

頂
い
て
か
ら
は
、
少
し
ず

つ
堅
さ
も
ほ

ぐ
れ
時
間
内
に
ど
う
に
か
提
出
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
何
気
な
く
眺
め

て
い
た
ア
ク
セ
ン
ト
、
節
調
も
、
い
ざ

書
く
段
に
な
る
と
中
々
思
う
よ
う
に
書

け
ず
、
日
ず
さ
み
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
で

し
た
。

午
後
か
ら
は
面
接
で
し
た
が
、
私
用

の
為
無
理
を
お
願
い
し
て
、
少
し
早
め

て
頂
き
ま
し
た
。
答
案
用
紙
も
届
い
て

お
ら
ず
、
滝
沢
先
生
も
い
さ
さ
か
勝
手

が
違
う
様
で
し
た
が

「
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
下
さ
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
に
は
大
変
ご
迷
惑
¨

を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

こ
の
試
験
を
機
会
に
修
得
手
帳
の
、

正
し
い
発
声

い
音
程

・
ア
ク
セ
ン
ト
、

的
確
な
詩
心
表
現
、
礼
節
を
わ
き
ま
え

た
態
度
　
の
基
本
を
勉
強
し
て
行
く
つ

も
り
で
居
り
ま
す
。

こ
れ
迄
に
導
い
て
下
さ

っ
た
飯
国
会

長
を
は
じ
め
磯
田
先
生
、
岩
崎
先
生
に
、

感
謝
―
感
謝
―
で
す
。

受
審
者
達
ズ
、
講
堂
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

最
後
に
、
飯
田

肝
煎
り
で

一

シ
ョ
ン
を
受
け
、
夫
々
の
指
定
場
所
で

筆
記
、
吟
技
、
個
人
面
接
を
受
け
ま
し

た
が
、
全
国
か
ら
三
百
人
近
く
が
参
集

さ
れ
、
そ
の
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

流
石
に

『
岳
精
会
』
だ
と
感
激
。

前
年
は
我
が
教
場
か
ら
五
人
も
合
格

者
が
出
た
の
に
、
今
回
は
自
分

一
人
で

心
細
か

っ
た
の
で
す
が
、
飯
国
会
長
の

勉
強
会
で
七
名
の
伸
間
が
い
て

一
安
心
。

そ
の
お
陰
で
、
問
題
の
大
半
は

一
夜

漬
け
な
が
ら
出
来
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

唯

一
詩
文
に
節
調
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
記

入
す
る
問
題
が
半
分
も
出
来
ず
残
念
で

し
た
。

顧
み
れ
ば
、
定
年
直
後
に
誘
い
を
受

け
て
入
会
し
早
や
九
年
、

コ
ン
ダ
ク
タ

ー
を
始
め
て
四
年
、
吟
譜
な
し
で
は
吟

詠
も
伴
奏
も
出
来
な
い
の
に
ア
ク
セ
ン

ト
と
節
調
の
記
入
が
駄
目
だ
と
は
、
日

頃
の
不
勉
強
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
同

時
に
、
宗
家
は
じ
め
諸
先
輩
の
偉
大
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

入
会
直
後
に
母
親
の
葬
儀
の
た
め
廿

数
年
振
り
に
九
州
に
帰
郷
し
た
際
に
、

亡
母
が
八
十
歳
の
時
に
八
段

・
奥
伝
を

認
許
さ
れ
た
許
状
が
掲
額
さ
れ
て
あ
り
、

長
兄
が
四
十
代
半
ば
か
ら
二
教
場
で
教

え
て
い
た
頃
の
苦
労
話
を
聞
き
、
そ
れ

ま
で
遊
び
心
で
教
場
に
通

っ
て
い
た
事

を
悔
い
、
せ
め
て
亡
母
の
域
ま
で
な
れ

る
様
に
と
気
持
を
切
替
え
て
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
審
を
期
に
、

再
度
初
心
に
戻
り
苦
手
部
分
を
含
め
て

挑
戦
す
る
所
存
で
す
。

席
設
け
て
頂
き
辛
い

一
日
を
楽
し
く
終

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
常
心
で
受
審

丸
の
内
第

一
教
場
　
江
口
　
越
山

此
度
、
教
場
長
の
指
示
に
よ
り
、
準

師
範

へ
の
昇
格
試
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
頃
、
先
輩
の
皆
様
が
、
淡
々
と
段

位
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

て
お
り
ま
し
た
私
は
、
今
回
の
審
査
が

特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
た
ま
、
私
は
十

一
月
十

一
日
武

道
館
で
の
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
出
場

予
定
メ
ン
バ
ー
と
し
て
教
場
か
ら
指
名

さ
れ
、
参
加
し
て
お
り
、
四
月
末
か
ら

十
四
回
の
練
習
中
で
あ
り
ま
し
た
。

飯
田
会
長
の
準
師
範
学
科
試
験
予
想

勉
強
会
と
、
武
道
館
出
場
練
習
と
併
せ
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
な

る
べ
く
基
本
に
戻
る
よ
う
努
力
す
る
こ

、こ
。

「］疇疇導一条　（働爵郡Ⅷ

、
正
し
い
ア
ク
セ
ン
ト

、
的
確
な
詩
心
表
現

、
礼
節
を
わ
き
ま
え
た
態
度

に
挑
戦
し
て
行
こ
う
と
思
う
こ
と
で

し
た
。

千
代
田
岳
精
会
の
会
員
と
し
て
今
日

ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

深
く
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
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出
私
の
心
に
残
る

一
詩
￥
そ
の
六

―

　

一̈｝
「
一

，

一一̈
一
一・
．・

■
一
一
　

―

丸
の
内
第
二
副
教
場
長
Ｉ
吉
川

〓
鍾
風

寒
　
梅

　

　

一　
新
島

■
襄

一

庭
上

一
寒
梅
　
　
笑
侵
風
雪
開

不
争
又
不
力
　
　
自
占
百
花
魁

会
社
の
同
寮
等
か
ら
詩
吟
を
誘
わ
れ

千
代
田
教
場
に
入
会
し
て
日
も
浅
く
、

独
吟
の
指
名
に
ビ
タ
ビ
ク
し
て
い
た
毎

日
、
せ
め
て
家
で
練
習
を
と
声
を
出
せ

ば
、
御
詠
歌
の
様
だ
と
笑
わ
れ
る
始
末
．

そ
ん
な
折
し
も
、
昭
和
六
二
年
初
め

て
川
崎
の
総
本
部
で
昇
段
審
査
に
臨
む

こ
と

ゝ
な
り
ま
し
た
。
飯
田
教
場
長
か

ら
吟
題
は
母
校
に
因
ん
で
新
島
一義
作
の

「寒
梅
」
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、
来
る
日
も
、
来
る
日
も
、

「寒
梅
」
漬
け
の
特
訓
を
受
け
た
初
期

の
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
さ
せ
る

詩
で
あ
り
、
ま
た
吟
詠
に
も
少
し
は
自

信
を
植
え
付
け
て
く
れ
た
詩
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
詩
と
の
出
会
い
は
、
遥
か
遠
い

昔
の
学
生
時
代
に
遡
り
ま
す
。
通
学
時

何
気
無
く
見
て
い
た
本
館
の
車
廻
し
の

築
山
に
建

っ
た
石
碑
に
刻
ま
れ
た
詩
文

が

「
寒
梅
」
で
あ

っ
た
事
を
、
不
図
思

い
出
し
納
得
す
る
と
共
に
親
近
感
を
覚

え
た
も
の
で
す
。

今
年
の
昇
段
審
査
会
で
は
初
心
に
還

っ
て
再
び

「寒
梅
」
に
挑
み
ま
し
た
。

吟
そ
の
も
の
に
は
、
殆
ど
進
歩
は
な

内
山
　
雅
彦
氏

（九
月
入
会
）

現
在
、
神
田
岩
本
町
で
理
化
学
機

器
販
売
を
ｂ
昔
、
昭
和
四
八
年
か
ら

数
年
岳
風
流
の
吟
を
勉
強
し
て
い
た
。

宴
会
で
な
に
か
出
来
れ
ば
‥
と
い

う
の
が
吟
を
習
う
時
の
発
想
だ

っ
た

と
か
。
入
会
以
来
皆
勤
、
新
風
を
送

り
込
ん
で
い
る
。
五
九
歳
。

粕
川
　
紘

一
氏

（十

一
月
入
会
）

長
老
会
員
粕
川
　
恒
夫
氏
の
子
息
、

父
が
詩
吟
教
室
に
入

っ
て
、
声
も
出

て
元
気
な
顔
を
、
毎
日
同
じ
会
社
で

見
て
い
て
、
そ
こ
で
私
も
入
会
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。

東
京
駅
で
林
教
場
長
に
バ
ッ
タ
リ

会
い
勧
め
ら
れ
て
入
会
を
決
め
た
。

学
生
時
代
は
ギ
タ
ー
に
熱
中
。

六
十
歳
。

新
世
紀
も
平
和
は
来
そ
う
に
も
無
い

幕
開
け
で
し
た
。
貧
富
の
差
は
益
々
拡

大
、
加
え
て
宗
教
の
違
い
が
相
互
の
憎

し
み
を
深
め
る
。
金
複
の
衣
を
纏
い
飽

食
の
司
教
や
高
僧
達
、
聖
戦
を
唱
え
、

殺
数
を
唆
す
指
導
者
、
人
々
を
救
済
し
、

護
る
と
は
思
え
な
い
有
害
無
能
な
エ
セ

宗
教
人
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
　

（八
田
）

い
が
、
詩
情
を
味
わ
い
な
が
ら
の
三
分

間
で
し
た
。
　

　

・
・

私
に
と
り
心
に
残

っ
た
大
切
な
詩
で

あ
り
、
因
縁
深
い
詩
で
も
あ
り
ま
す
。

詩
吟
の
世
界
に
も
Ｉ
Ｔ
の
風

千
代
田
岳
精
会
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

東
陽
町
教
場
を
発
信
源
と
し
て
、
Ｉ

Ｔ
が
会
全
体

へ
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

「
メ
カ
に
強
い
千
代
田
」
が
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
の
勢
い
で
す
。

メ
ル
友
の
誘
い

東
陽
町
教
場
で
は
、
今
年
の
春
頃
か

ら
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
話
題
と
な
り
、
先

輩
格
の
八
尾
葉
山
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
Ｅ

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

や
が
て
そ
れ
が
千
代
田
岳
精
会
の
メ

ー
ル
リ
ス
ト
の
作
成
に
迄
発
展
し
て
各

教
場
を
網
羅
し
た
廿
人
を
越
す
メ
ン
バ

ー
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
会
務
の
連
絡
が
な
さ
れ

た
り
、
熱
心
な
仲
間
か
ら
、
例
え
ば
八

尾
さ
ん
の
写
真

「花
だ
よ
り
」
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
。
議
圏

先
生
の
漢
詩
通
信

（既
に
十
三
号
ま
で

連
載
）
更
に
上
田
さ
ん
の
東
陽
町
雑
感

な
ど
盛
り
沢
山
の
通
信
が
連
日
の
よ
う

に
メ
ン
バ
ー
に
流
さ
れ
て
、
大
い
に
勉

強
に
な
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
新
人
大

歓
迎
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

丈
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
　

（渋
谷
　
辰
泉
）

丸
の
内
第
二
教
場
草
加
に
分
教
場
開
設

新
し
い
息
吹
き

丸
の
内
第
二
教
場
の
太
田
翠
山
準
師

範
が
、
十

一
月
に
草
加
市
に
分
教
場
を

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
Ｊ
Ｒ
草
加
駅
か
ら
徒
歩
３
分

と
い
う
至
便
の
所
で
、
同
教
場
渡
辺
幸

子
さ
ん
が
店
長
を
し
て
い
る
ト
ー
タ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー

「
ま
る

や
ま
」
の
事
務
所
の

一
部
を
借
用
し
、

水

。
金
の
週
二
回
開
か
れ
て
お
り
、
岩

崎
教
場
長
が
指
導
に
当
た
ら
れ
、
今
月

入
会
の
新
会
員
数
名
の
方
が
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
丸
の
内
女
子
教
場
に
続
く

女
性
指
導
者
の
教
場

へ
の
成
長
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
女
子
会
員
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
男
女
比
率
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、
華
や
か
な
千
代
田
岳
精

会
の
将
来
図
が
現
実
味
を
帯
び
て
近
ず

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【
新

会

員

紹

介

】

◇
神
日
教
場

中
村
　
稔
氏

（九
月
入
会
）

七

一
歳
の
時
、
心
臓
の
バ
イ
パ
ス

手
術
を
し
肺
活
量
が
少
な
く
な
り
、

大
き
い
声
を
出
し
て
内
臓
を
強
く
し

た
い
と
思
い
入
会
。
詩
吟
は
昔
か
ら

聞
く
の
が
好
き
で
、
長
距
離
運
転
を

し
て
い
る
時
な
ど
車
の
中
で
テ
ー
プ

で
聞
い
て
い
た
。
現
在
大
森
に
居
住

三
井
物
産
Ｏ
Ｂ
．
七
七
歳
。
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